
練馬区教育委員会教育長職務代理者の指名について

議　案

議案第22号 練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の

一部を改正する規則 （資料1）

議案第23号 練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則の一部を改正する

規則 （資料2）

ゲノム編集食品・植物を学校で使用しないことなどを求める

陳情書〔継続審議〕

旭丘・小竹地区における新たな小中一貫教育校の設置について〔継続審議〕

令和４年第二回練馬区議会定例会提出議案について （資料3）
物価高騰に伴う学校給食食材購入費補助について （資料4）

これからの図書館構想（素案）について （資料5-1、5-2、5-3）

練馬区立図書館の指定管理者の公募について （資料6）

練馬区立上石神井児童館および練馬区立上石神井児童館学童クラブの指定管理者の

公募について （資料7）

練馬区立光が丘児童館の指定管理者の選定について （資料8）

区立学童クラブの休室について （資料9）

令和４年度「練馬子ども議会」の開催について （資料10）
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３ 陳　情

(1) 令和4年陳情第1号

令和4年6月23日(木)  午後3時30分から

  第 12 回教育委員会定例会　案件表



 

議案第２２号 

 

 

 練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則

の一部を改正する規則 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

 令和４年６月２３日 

 

    提出者 教育長  堀  和 夫 

 

 

 

 練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則

の一部を改正する規則 

 

 

 

 このことについて、別紙のとおり改正するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



   練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則

の一部を改正する規則 

 

 練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則（平

成12年３月練馬区教育委員会規則第１号）の一部をつぎのように改正する。 

 第29条第２項中「翌年度」のつぎに「または翌々年度」を加え、同条第３項第

１号中「禁錮
こ

」を「禁錮」に改め、「翌年度」のつぎに「または翌々年度」を加

え、同項第２号中「翌年度」のつぎに「または翌々年度」を加える。 

 付則につぎの１条を加える。 

（令和４年度における夏季休暇の特例） 

第11条 令和４年９月30日までの間に任用された職員に係る令和４年度における 

 第27条第１項の規定の適用については、同項中「７月１日から９月30日まで」

とあるのは、「７月１日から11月30日まで」とする。 

   付 則 

（施行期日等） 

１ この規則は、公布の日から施行し、この規則による改正後の練馬区立幼稚園

教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則（以下「新規則」と

いう。）第29条第２項および第３項の規定ならびに次項および付則第３項の規

定は、令和４年４月１日から適用する。 

（経過措置） 

２ 新規則第29条第２項の規定は、令和２年度以後に同項各号に掲げる年齢に達 

した職員に適用する。 

３ 新規則第29条第３項第１号および第２号の規定は、同項の規定による承認に 

係る期間が令和３年度以後の年度となる者に適用する。 

 

 

 

 

 



 

 



 

令 和 ４ 年 ６ 月 2 3日  

教育振興部教育指導課 

 

練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の 

一部を改正する規則について 

 

１ 改正の理由 

新型コロナウイルス感染症対策に伴う業務の影響を踏まえ、職員の休暇の計画的取

得を推進するため、所要の改正を行う。 

 

２ 改正の内容 

リフレッシュ休暇および夏季休暇の取得可能期間を拡大する。 

 ただし、夏季休暇については、今年度の特例的な措置とする。 

 

３ 施行期日 

(1)  リフレッシュ休暇 

   令和４年７月１日に施行し、令和４年４月１日から適用する。 

(2)  夏季休暇 

令和４年７月１日から適用する。 

 

４ 新旧対照表 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則新旧対照表 

現 行 改正案 

（リフレッシュ休暇） （リフレッシュ休暇） 

第29条 ［略］ 第29条 ［略］ 

２ リフレッシュ休暇は、つぎの各号に掲

げる年齢に達した日が属する年度の翌年

度において、日を単位として、当該各号

に定める日数の範囲内で承認する。 

２ リフレッシュ休暇は、つぎの各号に掲

げる年齢に達した日が属する年度の翌年

度または翌々年度において、日を単位と

して、当該各号に定める日数の範囲内で

承認する。 

⑴・⑵ ［略］ ⑴・⑵ ［略］ 

３ 前項の規定にかかわらず、同項各号に

掲げる年齢に達した者で、つぎの各号に

該当するものには、当該各号に定める期

間において、リフレッシュ休暇を承認す

る。 

３ 前項の規定にかかわらず、同項各号に

掲げる年齢に達した者で、つぎの各号に

該当するものには、当該各号に定める期

間において、リフレッシュ休暇を承認す

る。 

⑴ 前項の規定によりリフレッシュ休暇

を承認することとなる年度の４月１日

において、刑事事件の被疑者として検

察官に逮捕された者もしくは検察官に

送致された者または被告人として刑事

訴訟係属中である者 公訴が提起され

ないことが決定した日または無罪判決

が確定した日もしくは有罪判決（禁錮
こ

以上の刑の場合を除く。）が確定した

日から２年を経過する日が属する年度

の翌年度 

⑴ 前項の規定によりリフレッシュ休暇

を承認することとなる年度の４月１日

において、刑事事件の被疑者として検

察官に逮捕された者もしくは検察官に

送致された者または被告人として刑事

訴訟係属中である者 公訴が提起され

ないことが決定した日または無罪判決

が確定した日もしくは有罪判決（禁錮

以上の刑の場合を除く。）が確定した

日から２年を経過する日が属する年度

の翌年度または翌々年度 

⑵ 前項の規定によりリフレッシュ休暇

を承認することとなる年度の４月１日

において、懲戒処分（委員会が別に定

めるものを除く。）を受けた日から２

年を経過しない者 当該懲戒処分を受

けた日から２年を経過する日が属する

年度の翌年度 

⑵ 前項の規定によりリフレッシュ休暇

を承認することとなる年度の４月１日

において、懲戒処分（委員会が別に定

めるものを除く。）を受けた日から２

年を経過しない者 当該懲戒処分を受

けた日から２年を経過する日が属する

年度の翌年度または翌々年度 

⑶ ［略］ ⑶ ［略］ 

 

 

 

 

 



付 則 付 則 

 （令和４年度における夏季休暇の特例） 

［新設］ 第11条 令和４年９月30日までの間に任用

された職員に係る令和４年度における第

27条第１項の規定の適用については、同

項中「７月１日から９月30日まで」とあ

るのは、「７月１日から11月30日まで」

とする。 

    付 則 

 （施行期日等） 

 １ この規則は、公布の日から施行し、こ

の規則による改正後の練馬区立幼稚園教

育職員の勤務時間、休日、休暇等に関す

る条例施行規則（以下「新規則」という。）

第29条第２項および第３項の規定ならび

に次項および付則第３項の規定は、令和

４年４月１日から適用する。 

 （経過措置） 

 ２ 新規則第29条第２項の規定は、令和２

年度以後に同項各号に掲げる年齢に達し

た職員に適用する。 

 ３ 新規則第29条第３項第１号および第２

号の規定は、同項の規定による承認に係

る期間が令和３年度以後の年度となる者

に適用する。 

 



 

議案第２３号 

 

 

 練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則の一部を改正す

る規則 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

 令和４年６月２３日 

 

    提出者 教育長  堀  和 夫 

 

 

 

 練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則の一部を改正す

る規則について 

 

 

 

 このことについて、別紙のとおり改正するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



   練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則の一部を改正す 

   る規則 

 

 練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則（平成12年３月練馬 

区教育委員会規則第12号）の一部をつぎのように改正する。 

 別表第２中「幼稚園」を「、幼稚園」に、「3,200円」を「8,000円」に、「 

6,400円」を「16,000円」に、「3,000円」を「7,500円」に改める。 

   付 則 

（施行期日等） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ この規則による改正後の練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関す 

 る規則（以下「改正後の規則」という。）別表第２の規定は、令和４年４月１ 

 日以後の勤務に係る教員特殊業務手当について適用し、同日前の勤務に係る教 

 員特殊業務手当については、なお従前の例による。 

（教員特殊業務手当の内払） 

３ 改正後の規則別表第２の規定を適用する場合においては、この規則による改 

正前の練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則の規定に基づ 

いて支給された教員特殊業務手当は、改正後の規則の規定による教員特殊業務 

手当の内払とみなす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 2 3日 

教育振興部教育指導課 

 

練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則の一部を改正する規則 

 

１ 改正の理由 

練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例（平成12年３月21日制定）の一部を

改正する条例による、教員特殊業務手当の一日の支給限度額の引き上げに伴い、練

馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則について、所要の改正を行う。 

 

２ 改正の内容 

教員特殊業務手当の一日の支給額を改正する。 

   

３ 施行期日 

公布の日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 

 

４ 新旧対照表 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊業務手当に関する規則新旧対照表 

現 行 改正案 

   本 則 ［略］    本 則 ［略］ 

  

付 則 ［略］ 付 則 ［略］ 

   付 則 

 （施行期日等） 

 １ この規則は、公布の日から施行する。 

 ２ この規則による改正後の練馬区立幼稚

園教育職員の教員特殊業務手当に関する

規則（以下「改正後の規則」という。） 

別表第２の規定は、令和４年４月１日以

後の勤務に係る教員特殊業務手当につい

て適用し、同日前の勤務に係る教員特殊

業務手当については、なお従前の例によ

る。 

 （教員特殊業務手当の内払） 

 ３ 改正後の規則別表第２の規定を適用す

る場合においては、この規則による改正

前の練馬区立幼稚園教育職員の教員特殊

業務手当に関する規則の規定に基づいて

支給された教員特殊業務手当は、改正後

の規則の規定による教員特殊業務手当の

内払とみなす。 

  

別表第２（第２条関係） 別表第２（第２条関係） 

支給範囲 手当額 

職員が幼稚園の管理下に

おいて行う非常災害時等

の緊急業務でつぎに掲げ

る業務に従事したとき。 

 

  

⑴ 非常災害時における

幼児の保護または緊急

の防災もしくは復旧の

業務に従事したとき。 

日額 3,200円 

⑵ 特に被害が甚大な災

害時における幼児を含

日額 6,400円 

支給範囲 手当額 

職員が、幼稚園の管理下

において行う非常災害時

等の緊急業務でつぎに掲

げる業務に従事したと

き。 

  

⑴ 非常災害時における

幼児の保護または緊急

の防災もしくは復旧の

業務に従事したとき。 

日額 8,000円 

⑵ 特に被害が甚大な災

害時における幼児を含

日額 16,000円 



む避難住民の救援業務

に従事したとき。 

⑶ 幼児の負傷、疾病等

に伴う救急の業務に従

事したとき。 

日額 3,000円 

⑷ 幼児に対する緊急の

補導業務に従事したと

き。 

日額 3,000円 

 

む避難住民の救援業務

に従事したとき。 

⑶ 幼児の負傷、疾病等

に伴う救急の業務に従

事したとき。 

日額 7,500円 

⑷ 幼児に対する緊急の

補導業務に従事したと

き。 

日額 7,500円 

   

 



No. 所管課 施行日

について、以下のとおり区長より提出されたので、報告する。

教育指導課

令和５年４月１日

(内容)
　別紙２のとおり

子育て支援課３

1

令 和 ４ 年 ６ 月 23 日

子育て支援課

練馬区立学童クラブ条例の一部を改正する条
例

教 育 委 員 会事 務局

件 名 お よ び 内 容 説 明

２

　令和４年５月13日第９回教育委員会定例会および、令和４年５月31日第10回教育

委員会定例会で議決または報告した令和４年第二回練馬区議会定例会への議案提出

令和４年第二回練馬区議会定例会提出議案について

練馬区ねりっこクラブ条例の一部を改正する
条例

令和５年４月１
日。
ただし、一部の規
定については、公
布の日

練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例

公布の日

(内容)
　別紙１のとおり

(内容)
　別紙３のとおり

1



 

2 

 



 

3 

議案第４６号 

   練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

  令和４年６月８日 

 

                 提出者 練馬区長 前 川 燿 男    

 

   練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 

練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例（平成12年３月練馬区条例第73号） 

の一部をつぎのように改正する。 

 第17条第３項中「6,400円」を「16,000円」に改める。 

付 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ この条例による改正後の練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例（以下 

「改正後の条例」という。）第17条第３項の規定は、令和４年４月１日以後の 

勤務に係る教員特殊業務手当について適用し、同日前の勤務に係る教員特殊業 

務手当については、なお従前の例による。 

（教員特殊業務手当の内払） 

３ 改正後の条例第17条第３項の規定を適用する場合においては、この条例によ 

 る改正前の練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例の規定に基づいて支給 

された教員特殊業務手当は、改正後の条例の規定による教員特殊業務手当の内 

払とみなす。 



4 

 



 

5 

令 和 ４ 年 ６ 月 1 4日 

教育振興部教育指導課  

 

議案第４６号 練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例  

 

１ 改正の理由 

東京都による「学校職員の特殊勤務手当に関する条例」（平成９年東京都条例第

21号）の一部改正を踏まえ、区立幼稚園教育職員が非常災害時等の緊急業務に従事

した場合に支給する教員特殊業務手当の上限額について、東京都との均衡を図るた

め、所要の改正を行う。 

 

２ 改正の内容 

教員特殊業務手当の１日の支給上限額を6,400円から16,000円に引き上げる。（第

17条関係） 

   

３ 施行期日 

公布の日 

 

４ 新旧対照表 

  裏面のとおり 



 

6 

練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例新旧対照表 

現 行 改正案 

第17条 ［略］ 第17条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 教員特殊業務手当の額は、従事した日

１日につき6,400円を超えない範囲内に

おいて、人事委員会の承認を得て規則で

定める。 

３ 教員特殊業務手当の額は、従事した日

１日につき16,000円を超えない範囲内に

おいて、人事委員会の承認を得て規則で

定める。 

４ ［略］ ４ ［略］ 

  

   付 則 ［略］ 付 則 ［略］ 

 付 則 

 （施行期日等） 

 １ この条例は、公布の日から施行する。 

 ２ この条例による改正後の練馬区立幼稚

園教育職員の給与に関する条例（以下「 

改正後の条例」という。）第17条第３項

の規定は、令和４年４月１日以後の勤務

に係る教員特殊業務手当について適用

し、同日前の勤務に係る教員特殊業務手

当については、なお従前の例による。 

 （教員特殊業務手当の内払） 

 ３ 改正後の条例第17条第３項の規定を適

用する場合においては、この条例による

改正前の練馬区立幼稚園教育職員の給与

に関する条例の規定に基づいて支給され

た教員特殊業務手当は、改正後の条例の

規定による教員特殊業務手当の内払とみ

なす。 
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議案第４７号 

   練馬区立学童クラブ条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

  令和４年６月８日 

 

               提出者 練馬区長 前 川 燿 男    

 

   練馬区立学童クラブ条例の一部を改正する条例 

 

 練馬区立学童クラブ条例（平成元年12月練馬区条例第56号）の一部をつぎのよ 

うに改正する。 

 別表第１練馬区立関町北学童クラブの項、練馬区立石神井小学童クラブの項、 

練馬区立石神井小第二学童クラブの項、練馬区立関町北地区区民館学童クラブの 

項、練馬区立泉新小学童クラブの項および練馬区立大泉第二小学童クラブの項を 

削る。 

 別表第２練馬区立石神井小学童クラブの項、練馬区立石神井小第二学童クラブ 

の項、練馬区立泉新小学童クラブの項および練馬区立大泉第二小学童クラブの項 

を削る。 

   付 則 

 この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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令和４年６月 14日 

こども家庭部子育て支援課 

 

議案第４７号 練馬区立学童クラブ条例の一部を改正する条例 

 

１ 改正の理由および内容 

⑴  ねりっこクラブの実施に伴い、つぎに掲げる学童クラブ（直営）を廃止するため、  

これらを別表第１から削る。 

ア  練馬区立関町北学童クラブ 

イ 練馬区立関町北地区区民館学童クラブ 

⑵ ねりっこクラブの実施に伴い、つぎに掲げる学童クラブ（委託）を廃止するため、 

 これらを別表第１および別表第２から削る。 

ア 練馬区立石神井小学童クラブ 

イ 練馬区立石神井小第二学童クラブ 

ウ 練馬区立泉新小学童クラブ 

エ 練馬区立大泉第二小学童クラブ 

 

２ 施行期日 

  令和５年４月１日 

 

３ 新旧対照表 

  別紙１のとおり 

 

４ 参考資料 

  別紙２のとおり 
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練馬区立学童クラブ条例新旧対照表 

現 行 改正案 

本 則 ［略］ 本 則 ［略］ 

  

付 則 ［略］ 付 則 ［略］ 

 付 則 

 この条例は、令和５年４月１日から施行

する。 

  

別表第１（第２条関係） 別表第１（第２条関係） 

名称 位置 

［略］ ［略］ 

練馬区立関町北学

童クラブ 

東京都練馬区関町北五

丁目４番12号 

［略］ ［略］ 

練馬区立石神井小

学童クラブ 

東京都練馬区石神井台

一丁目１番25号 

練馬区立石神井小

第二学童クラブ 

東京都練馬区石神井台

一丁目１番25号 

［略］ ［略］ 

練馬区立関町北地

区区民館学童クラ

ブ 

東京都練馬区関町北四

丁目12番21号 

練馬区立泉新小学

童クラブ 

東京都練馬区三原台三

丁目18番30号 

［略］ ［略］ 

練馬区立大泉第二

小学童クラブ 

東京都練馬区南大泉四

丁目29番11号 

［略］ ［略］ 
 

名称 位置 

［略］ ［略］ 

［削る］ 

 

［削る］ 

［略］ ［略］ 

［削る］ 

 

［削る］ 

［削る］ 

 

［削る］ 

［略］ ［略］ 

［削る］ 

 

 

［削る］ 

 

［削る］ 

 

［削る］ 

［略］ ［略］ 

［削る］ 

 

［削る］ 

［略］ ［略］ 
 

別表第２（第６条関係） 別表第２（第６条関係） 

名称 

［略］ 

練馬区立石神井小学童クラブ 

練馬区立石神井小第二学童クラブ 

［略］ 

練馬区立泉新小学童クラブ 

［略］ 

名称 

［略］ 

［削る］ 

［削る］ 

［略］ 

［削る］ 

［略］ 

別紙１ 
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練馬区立大泉第二小学童クラブ 

［略］ 
 

 

［削る］ 

［略］ 
   

 



【練馬区立学童クラブ条例】

【練馬区ねりっこクラブ条例】

ねりっこクラブ

45校⇒52校

練馬区立学童クラブ条例の一部を改正する条例
概要図

練馬区ねりっこクラブ条例の一部を改正する条例　

直営学童クラブ
（別表第１に記載）

30施設⇒28施設

委託学童クラブ
（別表第１および

　　別表第２に記載）

18施設⇒14施設

⑵

石神井小学童クラブ

石神井小第二学童クラブ

泉新小学童クラブ

大泉第二小学童クラブ

委
託
学
童→

 

ね
り
っ
こ

⑴

石神井小ねりっこクラブ

泉新小ねりっこクラブ

大泉第二小ねりっこクラブ

⑴（新設）

南町小ねりっこクラブ

練馬第三小ねりっこクラブ

上石神井北小ねりっこクラブ

⑴（新設）

関町北小ねりっこクラブ
※校舎内の専用施設および廃止する関町北学童クラブ室を使用

⑴（廃止）

関町北学童クラブ

関町北地区区民館学童クラブ

別紙２
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15 

議案第４８号 

   練馬区ねりっこクラブ条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

  令和４年６月８日 

 

                 提出者 練馬区長 前 川 燿 男    

 

   練馬区ねりっこクラブ条例の一部を改正する条例 

 

練馬区ねりっこクラブ条例（平成27年６月練馬区条例第46号）の一部をつぎの 

ように改正する。 

別表第１練馬区仲町小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区南町小ねり 

っこクラブ 

練馬区立南町小学校 東京都練馬区練馬二丁目７ 

番５号 

練馬区立南町小ねりっこ学 

童クラブ 

東京都練馬区練馬二丁目７ 

番５号 

 別表第１練馬区練馬第二小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区練馬第三小 

ねりっこクラブ 

練馬区立練馬第三小学校 東京都練馬区貫井一丁目36 

番15号 

練馬区立練馬第三小ねりっ 

こ学童クラブ 

東京都練馬区貫井一丁目36 

番15号 

 別表第１練馬区光が丘第八小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区石神井小ね 

りっこクラブ 

練馬区立石神井小学校 東京都練馬区石神井台一丁 

目１番25号 

練馬区立石神井小ねりっこ 

学童クラブ  

東京都練馬区石神井台一丁 

目１番25号 



16 

 別表第１練馬区上石神井小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区上石神井北 

小ねりっこクラブ 

練馬区立上石神井北小学校 東京都練馬区石神井台五丁 

目１番32号 

練馬区立上石神井北小ねり 

っこ学童クラブ 

東京都練馬区石神井台五丁 

目１番10号 

 別表第１練馬区関町小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区関町北小ね 

りっこクラブ 

練馬区立関町北小学校 東京都練馬区関町北五丁目 

13番40号 

練馬区立関町北小ねりっこ 

学童クラブ 

東京都練馬区関町北五丁目 

４番12号および13番40号 

別表第１練馬区大泉小ねりっこクラブの項中 

「 

練馬区立大泉小ねりっこ学 

童クラブ 

東京都練馬区東大泉四丁目 

25番１号 
 を 

                           」 

「 

練馬区立大泉小ねりっこ学 

童クラブ 

東京都練馬区東大泉四丁目 

25番36号 
 に改め、同表練 

                           」 

馬区大泉第一小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区大泉第二小 

ねりっこクラブ 

練馬区立大泉第二小学校 東京都練馬区南大泉四丁目 

29番11号 

練馬区立大泉第二小ねりっ 

こ学童クラブ 

東京都練馬区南大泉四丁目 

29番11号 

 別表第１練馬区大泉学園緑小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 
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練馬区泉新小ねり 

っこクラブ 

練馬区立泉新小学校 東京都練馬区三原台三丁目 

18番30号 

練馬区立泉新小ねりっこ学 

童クラブ 

東京都練馬区三原台三丁目 

18番30号 

別表第２練馬区仲町小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区南町小ねりっこクラブ 

別表第２練馬区練馬第二小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区練馬第三小ねりっこクラブ 

別表第２練馬区光が丘第八小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区石神井小ねりっこクラブ 

別表第２練馬区上石神井小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区上石神井北小ねりっこクラブ 

別表第２練馬区関町小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区関町北小ねりっこクラブ 

別表第２練馬区大泉第一小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区大泉第二小ねりっこクラブ 

別表第２練馬区大泉学園緑小ねりっこクラブの項のつぎにつぎのように加える。 

練馬区泉新小ねりっこクラブ 

付 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。ただし、別表第１練馬区大泉小 

ねりっこクラブの項の改正規定は、公布の日から施行する。 
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令和４年６月 14日 

こども家庭部子育て支援課 

 

  議案第４８号 練馬区ねりっこクラブ条例の一部を改正する条例 

 

１ 改正の理由および内容 

⑴ つぎに掲げるねりっこクラブを実施するため、これらを別表第１および別表第

２に加える。 

ア 練馬区南町小ねりっこクラブ 

イ 練馬区練馬第三小ねりっこクラブ 

ウ 練馬区石神井小ねりっこクラブ 

エ 練馬区上石神井北小ねりっこクラブ 

オ 練馬区関町北小ねりっこクラブ 

カ 練馬区大泉第二小ねりっこクラブ 

キ 練馬区泉新小ねりっこクラブ 

⑵ 練馬区立大泉小ねりっこ学童クラブの所在地の変更に伴い、別表第１に定める

実施場所の位置を改める。 

 

２ 施行期日 

⑴ 令和５年４月１日 

⑵ 公布の日 

 

３ 新旧対照表 

  別紙のとおり 
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練馬区ねりっこクラブ条例新旧対照表 

現 行 改正案 

本 則 ［略］ 本 則 ［略］ 

  

付 則 ［略］ 付 則 ［略］ 

 付 則 

  この条例は、令和５年４月１日から施行

する。ただし、別表第１練馬区大泉小ねり

っこクラブの項の改正規定は、公布の日か

ら施行する。 

  

別表第１（第４条関係） 別表第１（第４条関係） 

名称 実施場所 

施設の名称 位置 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区仲

町小ねり

っこクラ

ブ 

練馬区立仲町小

学校 

東京都練馬区氷

川台二丁目18番

24号 

練馬区立仲町小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区氷

川台二丁目18番

24号 

［新設］ ［新設］ ［新設］ 

 

 

［新設］ ［新設］ 

 

 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区練

馬第二小

ねりっこ

クラブ 

練馬区立練馬第

二小学校 

東京都練馬区貫

井二丁目31番13

号 

練馬区立練馬第

二小ねりっこ学

童クラブ 

東京都練馬区貫

井二丁目31番13

号 

［新設］ ［新設］ ［新設］ 

 

 

［新設］ ［新設］ 

名称 実施場所 

施設の名称 位置 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区仲

町小ねり

っこクラ

ブ 

練馬区立仲町小

学校 

東京都練馬区氷

川台二丁目18番

24号 

練馬区立仲町小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区氷

川台二丁目18番

24号 

練馬区南

町小ねり

っこクラ

ブ 

練馬区立南町小

学校 

東京都練馬区練

馬二丁目７番５

号 

練馬区立南町小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区練

馬二丁目７番５

号 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区練

馬第二小

ねりっこ

クラブ 

練馬区立練馬第

二小学校 

東京都練馬区貫

井二丁目31番13

号 

練馬区立練馬第

二小ねりっこ学

童クラブ 

東京都練馬区貫

井二丁目31番13

号 

練馬区練

馬第三小

ねりっこ

クラブ 

練馬区立練馬第

三小学校 

東京都練馬区貫

井一丁目36番15

号 

練馬区立練馬第 東京都練馬区貫
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［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区光 練馬区立光が丘 東京都練馬区光 

が丘第八

小ねりっ

こクラブ 

第八小学校 が丘一丁目４番

１号 

練馬区立光が丘

第八小ねりっこ

学童クラブ 

東京都練馬区光

が丘一丁目４番

１号 

［新設］ ［新設］ ［新設］ 

 

 

［新設］ ［新設］ 

 

 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区上

石神井小

ねりっこ

クラブ 

練馬区立上石神

井小学校 

東京都練馬区上

石神井四丁目10

番９号 

練馬区立上石神

井小ねりっこ学

童クラブ 

東京都練馬区上

石神井四丁目10

番４号 

［新設］ ［新設］ ［新設］ 

 

 

［新設］ ［新設］ 

 

 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区関

町小ねり

っこクラ

ブ 

 

 

練馬区立関町小

学校 

東京都練馬区関

町北三丁目23番

34号 

練馬区立関町小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区関

町北三丁目23番

34号 

［新設］ ［新設］ ［新設］ 

 

 

［新設］ ［新設］ 

三小ねりっこ学 井一丁目36番15 

 童クラブ 号 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区光 練馬区立光が丘 東京都練馬区光 

が丘第八

小ねりっ

こクラブ 

第八小学校 が丘一丁目４番

１号 

練馬区立光が丘

第八小ねりっこ

学童クラブ 

東京都練馬区光

が丘一丁目４番

１号 

練馬区石

神井小ね

りっこク

ラブ 

練馬区立石神井

小学校 

東京都練馬区石

神井台一丁目１

番25号 

練馬区立石神井

小ねりっこ学童

クラブ 

東京都練馬区石

神井台一丁目１

番25号 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区上

石神井小

ねりっこ

クラブ 

練馬区立上石神

井小学校 

東京都練馬区上

石神井四丁目10

番９号 

練馬区立上石神

井小ねりっこ学

童クラブ 

東京都練馬区上

石神井四丁目10

番４号 

練馬区上

石神井北

小ねりっ

こクラブ 

練馬区立上石神

井北小学校 

東京都練馬区石

神井台五丁目１

番32号 

練馬区立上石神

井北小ねりっこ

学童クラブ 

東京都練馬区石

神井台五丁目１

番10号 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区関

町小ねり

っこクラ

ブ 

 

 

練馬区立関町小

学校 

東京都練馬区関

町北三丁目23番

34号 

練馬区立関町小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区関

町北三丁目23番

34号 

練馬区関

町北小ね

りっこク

ラブ 

練馬区立関町北

小学校 

東京都練馬区関

町北五丁目13番

40号 

練馬区立関町北 東京都練馬区関
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練馬区大

泉小ねり

っこクラ

ブ 

練馬区立大泉小

学校 

東京都練馬区東

大泉四丁目25番

１号 

練馬区立大泉小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区東

大泉四丁目25番

１号 

練馬区大 練馬区立大泉第 東京都練馬区大 

泉第一小

ねりっこ

クラブ 

一小学校 泉町三丁目16番

23号 

練馬区立大泉第

一小ねりっこ学

童クラブ 

東京都練馬区大

泉町三丁目16番

23号 

［新設］ ［新設］ ［新設］ 

 

 

［新設］ ［新設］ 

 

 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区大

泉学園緑

小ねりっ

こクラブ 

 

 

練馬区立大泉学

園緑小学校 

東京都練馬区大

泉学園町五丁目

11番47号 

練馬区立大泉学

園緑小ねりっこ

学童クラブ 

東京都練馬区大

泉学園町五丁目

11番37号 

［新設］ ［新設］ ［新設］ 

 

 

［新設］ ［新設］ 

 

 

［略］ ［略］ ［略］ 
 

小ねりっこ学童

クラブ 

町北五丁目４番

12号および13番 

  40号 

練馬区大

泉小ねり

っこクラ

ブ 

練馬区立大泉小

学校 

東京都練馬区東

大泉四丁目25番

１号 

練馬区立大泉小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区東

大泉四丁目25番

36号 

練馬区大

泉第一小

ねりっこ

クラブ 

練馬区立大泉第

一小学校 

東京都練馬区大

泉町三丁目16番

23号 

練馬区立大泉第

一小ねりっこ学

童クラブ 

東京都練馬区大

泉町三丁目16番

23号 

練馬区大 練馬区立大泉第 東京都練馬区南 

泉第二小

ねりっこ

クラブ 

二小学校 大泉四丁目29番

11号 

練馬区立大泉第

二小ねりっこ学

童クラブ 

東京都練馬区南

大泉四丁目29番

11号 

［略］ ［略］ ［略］ 

練馬区大

泉学園緑

小ねりっ

こクラブ 

 

 

練馬区立大泉学

園緑小学校 

東京都練馬区大

泉学園町五丁目

11番47号 

練馬区立大泉学

園緑小ねりっこ

学童クラブ 

東京都練馬区大

泉学園町五丁目

11番37号 

練馬区泉

新小ねり

っこクラ

ブ 

練馬区立泉新小

学校 

東京都練馬区三

原台三丁目18番

30号 

練馬区立泉新小

ねりっこ学童ク

ラブ 

東京都練馬区三

原台三丁目18番

30号 

［略］ ［略］ ［略］ 
 

別表第２（第７条関係） 

名称 

［略］ 

練馬区仲町小ねりっこクラブ 

別表第２（第７条関係） 

名称 

［略］ 

練馬区仲町小ねりっこクラブ 
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［新設］ 

［略］ 

練馬区練馬第二小ねりっこクラブ 

［新設］ 

［略］ 

練馬区光が丘第八小ねりっこクラブ 

［新設］ 

［略］ 

練馬区上石神井小ねりっこクラブ 

［新設］ 

［略］ 

練馬区関町小ねりっこクラブ 

［新設］ 

［略］ 

練馬区大泉第一小ねりっこクラブ 

［新設］ 

［略］ 

練馬区大泉学園緑小ねりっこクラブ 

［新設］ 

［略］ 
 

 

練馬区南町小ねりっこクラブ 

［略］ 

練馬区練馬第二小ねりっこクラブ 

練馬区練馬第三小ねりっこクラブ 

［略］ 

練馬区光が丘第八小ねりっこクラブ 

練馬区石神井小ねりっこクラブ 

［略］ 

練馬区上石神井小ねりっこクラブ 

練馬区上石神井北小ねりっこクラブ 

［略］ 

練馬区関町小ねりっこクラブ 

練馬区関町北小ねりっこクラブ 

［略］ 

練馬区大泉第一小ねりっこクラブ 

練馬区大泉第二小ねりっこクラブ 

［略］ 

練馬区大泉学園緑小ねりっこクラブ 

練馬区泉新小ねりっこクラブ 

［略］ 
 

 

 



 

 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 23 日 

教育振興部保健給食課 

物価高騰に伴う学校給食食材購入費補助について 

 

学校給食は、児童・生徒の心身の健全な発達に資するとともに、教育の一環として食

育の推進も目的としており、安全性および必要な栄養価の水準を維持する必要がある。 

現在、ウクライナ情勢や円安の進行などの影響により、学校給食における食材購入

費が高騰しており、学校給食として求められる水準を維持することが困難となりつつ

ある。 

学校給食費は、学校給食の食材を購入するための経費であり、学校給食法の規定に

基づき保護者が負担している。本来であれば、その増額を検討する必要があるが、急

激な物価高騰を受け、学校給食費が俄かに不足することとなった状況を鑑み、当面の

間、食材購入費の高騰分を区が補助することで、保護者から徴収する学校給食費を据

え置くこととする。 
 

記 

１ 学校給食費の状況 

  東京都区部の月毎の食品価格は、令和４年１月から上昇（４月は前年同月比 4.3%）

を始めているが、令和４年１月から３月までは、各校の工夫により、現在、保護者か

ら徴収している学校給食費で賄えていた。 

  令和４年４月における食材購入費は、下表のとおり、現在の学校給食費を超えて

いる状況である。 

 （令和４年４月 区立小中学校における１食あたりの給食費） 

                            単位：円 
 

小学校 中学校 

食

材 

主食 26.92 39.29 

牛乳 53.73 53.73 

副食 176.10 226.86 

小計 256.74 319.88 

消費税 20.55 25.60 

A：合計 277.29 345.48 

B：学校給食費 262.56 333.00 

A-B：不足分 14.73 12.48 

 

 

１食あたりの 

補助必要額 

小学校 中学校 

15 円 13 円 



２ 区補助の概要 

 ⑴ 補助額等 

   令和４年４月分の状況から算出した、１食あたりの補助必要額を基に、本年４

月から９月までに必要となる食材購入費の不足分を補助する。 

   全校への補助実施にかかる経費は下表のとおり。 

単位：円 
 

小学校 中学校 合計 

ア：１食あたりの補助額  15 13  

イ：令和４年４月児童・生徒数 33,540 人 13,421 人  

ウ：４～９月１人あたり 

平均累計食数 
88 食 85 食  

ア×イ×ウ：区補助予算額 44,272,800 14,830,205 59,103,005 

 

⑵ 補助の方法 

   各学校に対して、当該校の児童生徒数と給食回数に応じた額を、食材購入費と

して配分する。 

 

⑶ 補助対象期間 

   令和４年４～９月まで。 

令和４年 10 月以降については、物価状況等を勘案し、継続の必要性を判断す

る。 



 

令 和 ４ 年 ６ 月 2 3日 

教育振興部光が丘図書館 

 

これからの図書館構想（素案）について 

 

 アクションプランに掲げる「みどりの中で優れた文化芸術を楽しめるまち」を実現する

ための取組の一つとして、地域における情報拠点としての図書館のあり方を検討し、これ

からの図書館構想（素案）を策定したので、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

１ 「これからの図書館構想（素案）の概要」および「これからの図書館構想（素案）」 

  別添のとおり 

 

２ 区民意見反映制度に基づく意見の募集 

⑴ 周知方法 

 ア ねりま区報（６月21日号）への掲載 

 イ 区ホームページへの掲載 

  ウ 図書館（南大泉図書館分室を除く）、区民事務所（練馬を除く）、区民情報ひろ

ばでの閲覧 

⑵ 意見の募集期間 

  令和４年６月21日（火）から令和４年７月11日（月）まで 

 ⑶ 意見の提出方法 

持参、郵送、ファクス、電子メール、東京共同電子申請・届出サービス 

 

３ 今後のスケジュール 

  令和４年10月 構想（案）を報告 

      11月 構想を策定 



これからの図書館構想（素案）の概要

これからの図書館の理念やおおむね10年後の

将来像、その実現に向けたコンセプトを示す

【構想の位置付け】

グランドデザイン構想が描く「みどりに恵まれた良好な環境の中で誰もが暮らしを楽しむ成熟都市」ねり

まの実現に向け、地域にある図書館が、世界につながる情報や練馬の文化の魅力を発信し、区民の知的探究

心に応え、人や地域のつながりを生み出すことにより、地域社会の知の基盤となる情報拠点を目指す

【構想の理念】

構想の４つのコンセプト

コンセプト１

世界の知と出会い、

学びを豊かにする

コンセプト２

練馬の文化を継承・

発信する

コンセプト３

知が交わり、創造を

生み出す

コンセプト４

情報へのアクセスを

支援する

施策

知的探究心を深める
情報の充実

多様な学びの
機会の提供

知識と人を繋げる
アウトリーチの強化

「地域ならでは」の
継承・発信

「練馬の文化」の
魅力の発信

多様なニーズに
応える空間の創出

人と人、人と地域の
つながりの創出

デジタルを活用した
サービスの提供

デジタル利活用の
支援

情報リテラシーの
普及

理念

世
界
に
つ
な
が
る

彩
り
豊
か
な

知
の
情
報
拠
点

取組例

・地域特性を生かした各館の魅力あるコレクションの充実
・オンラインデータベースやデジタルアーカイブの利用環境の整備
・男女共同参画センター、美術館等区立施設の所有する図書等の情報共有

・専門家を招へいした講演会やワークショップの実施
・芸術などの教養に関する講座や、子育てなどの生活上の課題に関するイ
ベントの実施

・商店街等と連携したまちライブラリーの実施
・学校、子育て支援施設や、地域のイベントなどへの出張講座の実施
・企画展や事業の成果などのＳＮＳ等を活用した発信

・地域の記録の収集と利活用の促進
・地域資料等を活用し地域の史跡などを調べるフィールドワークの実施
・地域の歴史や文化を伝える展示やイベントの実施

・音楽、伝統芸能、農業振興などのイベントや映像文化事業などに合わせ

た企画展や事業の実施と、これらの活動の成果等の蓄積と発信

・改修に伴う、静と動の空間の整備
・ゆとりある空間の創出に向けた、蔵書の見直しや共同書庫の導入
・会話などを楽しめる時間帯(おしゃべりタイム)やスペースの提供

・練馬つながるフェスタ等と連携した、地域団体の活動支援
・子育てや防災等について区民同士が意見交換できる交流の場の提供
・地域資源の再発見や課題解決に繋がるイベントの実施

・電子書籍や事業のオンライン配信など、非対面サービスの導入

・貸出、返却などの館内サービスのセルフ化

・タブレットやパソコンなどデジタル機器に気軽に触れられる環境の提供

・関係部署等と連携したスマホ講習会等の実施

・情報リテラシー講座の実施
・オンラインデータベースやレファレンスの活用方法に関する講習会等の
実施

世界につながる 彩り豊かな 知の情報拠点

目指す10年後の将来像

世界の情報、知識を届ける

多様な情報、知識を収集し、

区民に届け、生涯を通じた学びを深める

練馬の文化を次世代に繋げ、発信する

「みどり」「都市農業」「映像文化」などの

練馬の文化を次世代に継承し、発信する

交流が生まれ、新たな知が創造される

幅広い年代の人々が集まり、

地域の課題解決や活動につながる

デジタルを活用し、誰もが情報を得られる

誰もが情報にアクセスできる環境が整い、

信頼性の高い情報を得られる



これからの図書館構想（素案）

令和４年（2022年）６月
練馬区教育委員会
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